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TAPE
DISPENSER

電動テープカッター
取扱説明書
T-EM100

お客様へお願いとお断り
●本書の内容については予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
●本書の内容の一部、または全部を無断で転載することはお断りいたします。
●本製品のご使用により発生した損害に対しては、当社は一切の責任を負いません。
　あらかじめご了承ください。

はじめに
このたびはコクヨ製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
この取扱説明書は、この製品の使いかたと使用上の注意事項について記載しています。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使いください。
また、この製品を末永くご使用いただくために、この取扱説明書は大切に保管してください。

特　　長
●テープの送り長さは、1mm単位で必要な長さに設定できますので、テープの浪費を防ぐことができて、
テープコストが削減できます。
●テープ取り出し口に出てきたテープを取ると、次のテープが自動的に出てきてカットされますので、テープ
貼り作業が大変ラクになります。（オートフィード機能）
●テープ取り出し口はテープのカット時に可動シャッターが刃をガードしますので安心してご使用になれます。



安全上のご注意 （必ずお守りください。）
ここに書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害
や損害を未然に防ぐためのものです。いずれも安全に
お使いいただくための重要な内容ですから、必ずお守
りください。

交流100V（AC100V）以外の電源電圧
で使用しないでください。
感電・発火・故障の原因になります。
　
製品に水をかけたり、ぬれた手でさわった
りしないでください。
感電・ショート・発火・故障の原因になり
ます。
　
水のかかるおそれのある場所、湿気やホコ
リの多い場所では使用しないでください。
感電・ショート・発火・故障の原因になり
ます。
　
ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない
でください。
感電の原因になります。
　
テープ取り出し口には絶対に指を入れない
でください。
オートフィードカッターユニットの刃に触れ
て、けがをする原因になります。
　
可燃性スプレー（エアダスターなど）は使
用しないでください。
ガスが充満し、引火・爆発・故障の原因に
なります。
　
電源プラグが破損した状態で使用しない
でください。
感電・ショート・発火の原因になります。
　
電源プラグは、ホコリがついていないか確
認し、プラグの根元まで確実に差し込んで
ください。
ホコリがついていたり、接続が不完全です
と、ショート・発火のおそれがあります。

コンセントに電源プラグを差し込むとき
は、必ずアースクリップをアース線に接続
して、アース（接地）をしてください。
故障や漏電のときに、感電事故を起こすお
それがあります。
　
アースクリップは、以下のような場所には
絶対に接続しないでください。
ガス管…爆発や引火の原因になります。
避雷針・電話線…落雷のときに危険です。
水道管…感電の原因になります。また、途

中がプラスチックになっている場
合は、アースになりません。

　
延長 ( 継ぎ )コードを使用するときは、損
傷のないアース線を備えた3芯コードを使
用してください。
感電・ショート・発火のおそれがあります。

電源コードは、傷つけたり、加工したり、無
理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加
熱したり、重いものをのせたり、挟み込んだ
り、束ねたりしないでください。
コードの破損による感電・ショート・発火
の原因になります。
　
万一、電源コードが破損したときは、直ちに
電源スイッチを「OFF」にし、電源プラグを
コンセントから抜いて、お買い上げの販売
店またはお客様相談室にご相談ください。
　
お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。
感電・ショートのおそれがあります。
　
カバーをはずして使用しないでください。
感電・ショート・発火・けが・故障の原因
になります。

警告
取り扱いを誤ると、死
亡または重傷を負う可
能性があります。

注意
取り扱いを誤ると、軽傷を負
うかまたは、物的損害が発生
する可能性があります。
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電源プラグは、必ずプラグを持って抜い
てください。
コ－ドを引っ張って抜くと、コ－ドが損
傷して、感電・ショ－ト・発火のおそれ
があります。

発熱したり、煙、異臭、動作などの異常
を感じたとき、金属片や液体などの異物
が機器の内部に入ったとき、製品が故障
したと思ったときは、直ちに使用を中止
し、電源プラグをコンセントから抜いて、
お買い上げの販売店またはお客様相談室
にご相談ください。
感電・ショート・発火・けが・破損・故
障のおそれがあります。
　
長期間使用しないときは、電源プラグを
コンセントから抜いてください。
絶縁劣化による感電や漏電火災のおそれ
があります。

製品の分解・改造・修理はしないでくだ
さい。
感電・ショート・発火・けが・故障の原
因になります。
　
部品の欠落など、異常を発見したときは、
直ちに使用を中止し、電源プラグをコン
セントから抜いて、お買い上げの販売店
またはお客様相談室にご相談ください。
感電・ショート・発火・けが・破損・故
障のおそれがあります。

製品を廃棄するときは、焼却しないでく
ださい。
有害ガスが発生するなど、周囲に危険を
およぼす原因になります。
製品を廃棄するときは、廃棄する地域の
自治体の条例にしたがって、正しく廃棄
してください。

製品を設置するときは、必ず電源スイッ
チを「OFF」にしてください。
「ON」になっていると、誤ってボタンを押
したときに、作動してけがをするおそれ
があります。
　
製品を投げたり、ものにぶつけたり、高い
場所から落としたり、衝撃を加えるなど
の乱暴な取り扱いや、用途以外の使用は
しないでください。
けが・破損・故障の原因になります。
　
お子様だけで使用させないでください。
けがをする原因になります。
　
乳幼児の手の届かない場所で、使用・保
管してください。
けがをするおそれがあります。
　
傾斜や段差、凹凸のある面など、不安定な
場所では使用しないでください。
けが・破損・故障の原因になります。
　
ストーブなど火気に近づけて使用しない
でください。
やけどや火災の原因になります。

テープ取り出し口に棒や板状のものを差
し込まないでください。
刃の破損によるけが・故障の原因になり
ます。

送りローラーなど可動部に触れないでく
ださい。
けがをする原因になります。

使用後は、電源スイッチを「OFF」にし、電源
プラグをコンセントから抜いてください。
誤作動によるけがのおそれがあります。
特に、乳幼児の事故にはご注意ください。
　
移動させるときは、電源スイッチを「OFF」
にし、電源プラグをコンセントから抜き、
アースクリップを取りはずし、コードをた
ばねてください。
コードを傷つけたり、コードに引っかかっ
て、けがをするおそれがあります。
　
この製品を他の人が使用するときは、こ
の取扱説明書をよく読んでから使用する
ようにご指導ください。
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使用上のご注意

●この製品は室内または屋内用です。
●この製品は精密な電子部品で構成さ
れていますので、温度の変化が著し
いところ（使用温度5℃～40℃）や湿
気・ホコリの多い場所での使用・保管
は避けてください。
●直射日光やストーブなどの熱、冷暖
房器の強風が直接あたる場所や、湿
気の著しいところは避けてください。
●テープのセットは、取扱説明書通りに
正しく行ってください。
●使用テープの種類は、以下のテープ
にかぎります。
•セロハンテープ
•メンディングテープ
・クラフト粘着テープ
・布粘着テープ
・PPテープ（厚さ0.5㎜以上は不可）
〈ご注意〉
一般的なテープでも本製品で使用で
きないテープもあります。

●使用可能なテープ幅は7㎜～50㎜、
テープ外径はφ170㎜以下です。
●テープの種類（基材の伸び縮みのあ
るテープなど）の違いによって、一定
の長さに送れない場合があります。
●テープ取り出し口に強い光が当たる
場所での使用は避けてください。光
源の種類によって異なりますが、明る
い場所で使用しますとセンサーが誤
作動することがあります。
〈センサーの機能を妨げる明るさの目安〉
＊明るい窓際に、センサーを向けて
いる場合
＊白熱灯…800ルクス以上の場合

（60W灯火　45㎝位）
＊蛍光灯…3000ルクス以上の場合

（40W灯火　30㎝位）
●製品の上に紙や布などを、かぶせた
り置いたりしないでください。
　故障の原因になります。
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各部の名称
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送りローラー

リール

本体

電源スイッチ

電源プラグアースクリップ

電源コード

ヒューズ
ホルダー

電源ランプ

送りボタン

巻き戻しボタン

cm設定ボタン

表示部

mm設定ボタン

リセットボタン

カットボタン

オートボタン

プレッシャー
ダイヤル

ストッパー

はくり
ローラー
センサー

テープ
取り出し口

オートフィード
カッターユニット

コネクター

センサー
スイッチ

ストッパー
上刃

下刃

コネクター

可動シャッター

センサー
スイッチ

シリコンオイル

オートフィードカッターユニット 付属品

●オートフィードカッ
ターユニットには刃
がついています。

　ユニットをはずすとき
は、絶対に刃先に手を
触れないでください。

　けがをする原因にな
ります。



センサー
スイッチ

電源スイッチ

各部の名称とはたらき

●プレッシャーダイヤル
★テープを押さえつける力を調節します。
　テープの種類によってプレッシャーダイヤルを回
　し、調節してください。
 （クラフト粘着テープなどカールしやすいテープを
　ご使用の場合はダイヤルをHの方向に回してください｡)

●送りボタン
ボタンを押している間テープ
が送り出されます。
(この場合表示部に設定した長
さには無関係の状態でテープ
が送り出されます｡)

●巻き戻しボタン
テープを巻き戻す場合に使用
します。
★テープを途中で交換する場合
★テープがつまって巻き戻し操
作の必要な場合

●cm設定ボタン
cm設定ボタンを押すとテー
プの送り長さが10mm（1cm）
単位の長さで増していきます。
表示部の上2桁に表示されます。

●表示部
テープの送り長さを3桁(mm
単位)で表示します。

●センサースイッチ ●電源スイッチ

●その他のボタン操作
表示部の数字を30に戻す場合

●オートボタン

電源スイッチを「ON」にすると電源
ランプが点灯(緑)します。

RESET

POWER

※設定ボタンから指をはなすと
　きは、ｍｍ設定ボタンからは
　なしてください。

●電源ランプ

●カットボタン

●リセットボタン

●ｍｍ設定ボタン
ｍｍ設定ボタンを押すとテー
プの送り長さが1ｍｍ単位の
長さで増していきます。
表示部の下1桁に表示されます。

　ｍｍ設定ボタンを押しながら
　cm設定ボタンを押す

RESET

POWER

TAPE LENGTH

AUTO

PRES
SURE

S H
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ボタンを押すと刃がスライド
してテープがカットされます。
（送りボタンで送り出したテープ
をカットする時に使用します。）

【　　　】【　　　】表示を解除
する場合に使用します。
(1回押すと表示部が点滅、２回
でリセット完了)

本体後面の下方にある電源ス
イッチを「ON」にすると点灯
(緑)します。

ボタンを押すと表示部に設定し
た長さだけテープが送り出さ
れて自動的にカットされます。

オートフィード機能を使用する場合
は、10ページの説明に従って　方向
(ON)にスイッチをスライドさせます。
※通常は「OFF」にしてください。

ご使用前の準備
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●この製品が接続される電源には、労働安全衛生
規則や電気設備の技術基準などに規定された感
電防止用漏電遮断装置（漏電遮断器）が設置され
ていることを確認してください。
●アースクリップやアース線に異常がないか確認
してください。
●テスターや絶縁抵抗計をお持ちの場合は、アー
スクリップと製品の金属部（外部）間の導通を確
認してください。

警告

〈電源について〉

〈延長（継ぎ）コードについて〉

交流100V（AC100V）以外の電源電圧で
使用しないでください。
感電・発火・故障の原因になります。

●電源コンセントの位置が離れているときは、延長
（継ぎ）コードを使用してください。
●延長（継ぎ）コードは、アース線を備えた3芯コー
ドを使用してください。

●必ずアース（接地）してください。
アース（接地）は、電源プラグから出ているアース
クリップをアース線に接続してください。

漏電遮断器やアース（接地）については、下記の
法規がありますので参照してください。
●労働安全衛生規則（第333条　漏電による感電
の防止、第334条　適用除外）

●電気設備の技術基準（第17条　接地工事の種類
及び施設方法、第29条　機械器具の金属製外箱
等の接地、第36条　地絡遮断装置の施設）

警告
●延長（継ぎ）コードは、損傷のないものを使
用してください。
感電・ショート・発火のおそれがあります。

●延長（継ぎ）コードに、アース線のない2芯
コードを使用しないでください。
感電する原因になります。

〈アース（接地）について〉

〈関係法規について〉

警告
●コンセントに電源プラグを差し込むときは、
必ずアースクリップをアース線に接続して、
アース（接地）をしてください。
故障や漏電のときに、感電事故を起こすお
それがあります。

●アースクリップをガス管に接続しないでく
ださい。
爆発するおそれがありますので、絶対にし
ないでください。

アース線 アースクリップ

使用上のご注意
延長（継ぎ）コードを使用する場合は、電流が十
分流れずに製品の能率が落ちることがあります。

使用上のご注意
アース棒やアース板を地中に埋め込み、アー
ス線を接続するなどの電気工事は、電気工事
士の資格が必要ですので、お近くの電気工
事店にご相談ください。

電源プラグ

電源コード



❶

❷

❸

❹

❺　

❻

POWER

テープ
テープ
取り出し口

送りボタン

送りローラー

テープ

テープ
リール

カットボタン

テープのセットのしかた

●1

●2

●3

●5

●6

テープがつまって取り出し口から出ない場合は
テープがつまった場合をご参照ください。
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カットボタン
送りボタン

手動でテープをカットする場合A
●送りボタンで送り出した長さだけ
テープをカットできます。

●セロハンテープ、メンディングテープ、
クラフト粘着テープ、布粘着テープ、
PPテープ(厚さ0.5㎜以下は不可)

送りボタン　　を押してください。
押している間テープが送り出されます。
ボタンから指をはなすと止まります。

●テープのカット寸法が短い場合、つまるこ
とがありますので 30mm 未満でカットし
ないでください。
●テープのカット寸法が長い場合は、他の
ものにつかないようにテープの端を持ち
ながらテープを送り出してください。

使用上のご注意

使用テープの種類

POWER

RESET

TAPE LENGTH

AUTO

使用操作部

カットボタン　　を押してください。
テープがカットされます。
作業が終わりましたら、必ず電源スイッチ
を「OFF」にして、コンセントからプラグを
抜いてください。

❶

❶

❷

❷

❸
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テープがつまって取り出し口から出ない場合
はテープがつまった場合をご参照ください。

使用上のご注意

PRES
SURE

S H

使用上のご注意
●使用テープの種類は以下のテープにかぎり
ます。（セロハンテープ、メンディングテー
プ、クラフト粘着テープ、布粘着テープ、
PPテープ（厚さ0.5ｍｍ以上は不可））

使用上のご注意
●センサースイッチは「OFF」にしておいて
ください。
●テープはローラーにまっすぐにセットして
ください。
●長時間電動テープカッターをご使用になら
ない場合は、テープを巻き戻しておいてく
ださい。くっついたり、つまったりする場合
があります。

テープの種類によってプレッシャーダイヤ
ルを回し、テープを押さえつける力を調節
してください｡(クラフト粘着テープなどカー
ルしやすいテープをご使用
の場合はプレッシャーダイヤ
ルをHの方向に回してくだ
さい｡)
※テープによって効果がない場合があります。

送りボタン　　を押してテープを取り出し
口から出してください。

カットボタン　　を押してテープをカット
してください。

テープのカット方法は(次ページから)A､B､
Cの方法があります｡取扱説明書の手順にした
がって操作してください。

テープをまっすぐにして、図のように送りロー
ラーに押しつけてください。
アース線を取りつけてから、コンセントに電
源プラグを差し、電源スイッチを「ON」に
してください。
電源ランプ(緑)が点灯し表示部に数字が表示
されます。(出荷時は30)

テープをリールにはめ込み本体にセットし
てください。
テープを少し引き出してください。幅の広
いテープの場合、図のように端を折り曲げ
てください。



表示部

オートボタン

mm設定ボタン
cm設定ボタン

自動でテープをカットする場合B
●テープの長さを30～999mmまで設定
できます。
●オートボタンを押すと設定した長さのテー
プが送り出され自動的にカットされます。

●セロハンテープ、メンディングテープ、
クラフト粘着テープ、布粘着テープ、
PPテープ(厚さ0.5㎜以下は不可)

テープ長さの設定をしてください。
●cm設定ボタン　　を押すと10mm単位
で長さを設定できます。
　表示部の上２桁が変わります。
●mm設定ボタン　　を押すと1mm単位で
長さを設定できます。
　表示部の下1桁が変わります。

30mm未満の設定はできません。

30mmの初期設定に戻したいときは、mm
設定ボタン　　を押しながら、cm設定ボタ
ン　　押してください。

オートボタン　　　を押してください。
テープが自動的に送り出されてカットされ
ます。
作業が終わりましたら、必ず電源スイッチ
を「OFF」にして、コンセントからプラグを
抜いてください。

●テープの長さが長い場合は他のものにつ
かないようにテープの端を持ちながらテー
プを送り出してください。
●カットされたテープが取り出し口にある
状態で、カットボタンを押さないでくだ
さい。テープがつまる場合があります。

使用テープの種類

テープがつまって取り出し口から出ない場合
はテープがつまった場合をご参照ください。

POWER

RESET

TAPE LENGTH

AUTO

使用操作部

❶

❷

❷

❸
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使用上のご注意

❶ ❶

AUTO

表示部

センサー

センサー
スイッチ

cm設定ボタン

mm設定
ボタン

オートフィード機能を使用する場合C
●テープの長さを30～999mmまで設定でき
ます。
●テープを取るとセンサーの働きで設定長さの
テープが自動的に送り出されカットされます。

●クラフト粘着テープ、布粘着テープ
　（注意）透明テープは使用しないでください。
　　　  （誤作動する場合があります。）

テープ長さの設定をしてください。
●cm設定ボタン　　を押すと10mm単位
で長さを設定できます。
　表示部の上２桁が変わります。
●mm設定ボタン　　を押すと1mm単位で
長さを設定できます。
　表示部の下1桁が変わります。

30mm未満の設定はできません。

30mmの初期設定に戻したいときは、mm
設定ボタン　　を押しながら、cm設定ボタ
ン　　を押してください。

テープが取り出し口から出ている場合は、
センサースイッチを「ON」にする前に、送
りボタン　　を押して少しテープを送り出
し、カットボタン　　を押してテープをカ
ットしてください。
センサースイッチを「ON」にすると自動的
に設定長さのテープが送り出されてカット
されます。
取り出し口にあるテープを取るとセンサー
の働きで自動的に、次のテープが送り出さ
れてカットされます。
最後のテープをとる前にセンサースイッチ
を「OFF」にしてください。
作業が終わりましたら、必ず電源スイッチを
「OFF」にして、コンセントからプラグを抜い
てください。

●テープの長さが長い場合は他のものにつ
かないようにテープの端を持ちながらテー
プを送り出してください。
●カットされたテープが取り出し口にある
状態で、カットボタンを押さないでくだ
さい。テープがつまる場合があります。
●電動テープカッターをご使用にならない
時は、誤作動を防ぐため、必ずセンサース
イッチを「OFF」にしてください。

使用テープの種類

POWER

RESET

TAPE LENGTH

AUTO

使用操作部

❶

❷

❸

❹

❺

❻
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使用上のご注意

テープがつまって取り出し口から出ない場合
はテープがつまった場合をご参照ください。

❶ ❶



テープがたるまないようにテープを指で引っ
ぱり上げながら、巻き戻しボタン　　を操作
してつまったテープを徐々に取り出してくだ
さい。

3

4

2

2

❶
❷

❶
❷

❸

❸

❹
❺
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使用上のご注意

使用上のご注意

使用上のご注意

●オートフィードカッターユニットには刃がつ
いています。ユニットをはずすときは、絶対
に刃先に手を触れないでください。

　けがをする原因になります。

テープの端が
ローラーの上
まで来たら止
める

●コネクターを抜く前にオートフィードカッ
ターユニットを取りはずさないでください。
●オートフィード機能使用時にテープがつまっ
た場合は、センサースイッチを必ず「OFF」
にしてからコネクターとオートフィードカッ
ターユニットを取りはずしてください。

リールを本体からはずし、テープを交換して
もう一度本体にセットしてください。（テー
プのセットのしかたをご参照ください。）

2
1

つま

表示部に【　　　】や【　　　】の表示が出ます。

つま

つ

「OFF」にしてください。

電源を「ON」にした状態にしておいてください。

【　　　】【　　　】の表示のでる場合

コネクターをはずしたまま【　　　】【　　　】表
示を解除したり、カットボタンを押した場合

【　　　】【　　　】表示が出ていても、コネクターを
取りはずしていても巻き戻しボタンは操作できます。

【　　 】【　　 】表示を解除しないと送りボ
タンを操作できません。

上記解除方法を行っても、再び【　　 】表示
された場合は、異常がございますので、お買
い求めの販売店、または当社のお客様相談
室へご連絡ください。

※この時、可動シャッターが下がっている
事も確認してください。（左図参照）

電源スイッチを「OFF」にしてテープをセット
してください。

可動シャッター

❹

❺

❻
❼

❽

4

5

6

7

12

●オートフィードカッターユニットには刃が
ついています。ユニットをはずすときは、
絶対に刃先に手を触れないでください。
　けがをする原因になります。

リセットボタンを2回押して【　　 】【　　 】表
示を解除してください。

げて刃作動シャフトの位置に合わせてください。
下



❶

❷

❸

2
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オートフィードカッターユニットのはずし
かた・取りつけかたはテープがつまった
場合をご参照ください。

故障かなと思ったら
修理を依頼される
前に

故障かな？と思われたら、ただちに使用を中止し、つぎの
ことをお調べください。このほかに異常があるときや、お
わかりにならないときは、お買い求めの販売店、または
当社のお客様相談室へご連絡ください。

現　象 チェック箇所
どのボタンを押しても動かない
（電源ランプ、表示部のLEDが点灯し
ていない）

●プラグがコンセントに入っていない。
●電源スイッチが「ON」に入っていない。

●カッターユニットが正しくセットされていない。
●カッター刃に粘着剤が付着している。
※除光液・アルコールなどで拭いて、粘着剤を取り除いてください。
●ローラーおよびカッターユニットにテープがつまっている。
●テープが正しくセットされていない。
●テープセットしたまま、長時間放置していた。
　※テープがつまった場合をご参照ください。
●センサースイッチが「ON」になっていない。
●カッターユニットのセンサー部が汚れている。
※センサー部を綿棒などで掃除してください。
●オートフィードカッターユニットのコネクターが差し込まれていない。
●テープがセンサー中央を通っていない。
　※センサー中央を通るようにセットしてください。
●照明器具などの、強い光源が近くにある。
　※強い光源から離すか、センサーを光源の方へ向けないように設
　　置してください。
●透明度の高いテープを使用している。
　※センサーが検知できないことがあります。

●テープがつまった場合をご参照ください。
※上記処理を行っても、通常動作しない場合は、修理依頼願います。

●他の電気製品が近くにある場合、内蔵のコンピューターに電磁波
　などのノイズが加わった可能性があります。
※他の電気製品から離してください。

テープのカットができない

テープが出ない

オートフィード機能が使用できない

●可動シャッターが上がった状態になっている。
●カッターが上がった状態になっている。
　※テープがつまった場合をご参照ください。
※上記処理を行っても、通常動作しない場合は、修理依頼願います。

リセットキーを2回押しても【　　　】
【　　　】表示が解除できない

オートフィード機能使用時にテープが
出だすととまらない

【　　　】【　　　】表示される

異常表示または全く動かない

など

オートフィードカッター
ユニット
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1.  取扱説明書などの注意書きに従った正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合には、無料で修理
させていただきます。

2.  保証期間内でも、次の場合には、原則として有料修理させていただきます。
（1）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。
（2）お買い上げ後の落下、輸送上の故障および損傷。
（3）火災、地震、風水害、落雷その他の天災地変、塩害や異常電圧などによる故障および損傷。
（4）航空機、車輌、船舶に搭載して使用された場合に生じた故障および損傷。
（5）消耗部品の消耗およびそれによる損傷。
（6）お客様のご使用頻度による部品の摩耗や汚れなどによる故障。
（7）使用中に生じたキズ、汚れなどの外観上の変化、および保管上の不備による故障および損傷。
（8）本書のご提示のない場合。
（9）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられ

た場合。
3.  本書は日本国内においてのみ有効です。
4.  保証期間内に故障が発生した場合は、製品と本保証書をお買い上げの販売店にご持参ご提示の上、故
障状態を詳しくご説明いただき、修理をご依頼ください。修理ご依頼品のご持参およびお持ち帰りの
交通費などの諸費用は、お客様のご負担となります。

5.  郵送での修理はお断りいたします。出張修理も行いません。
6.  保証は、本製品の修理・交換に限られ、本製品の不具合・故障、またはその使用上により生じた損失
などの直接、間接損害についてはその責任を負いません。

7.  本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
※  この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。従ってこの
保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。




